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Water quality of Upper Chikuma River and its dependency on
watershed character
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	Npは採水地点における畑由来のNO3-N濃度の推定値である。実際、4月採水時に「西川#2」の河岸における湧水のNO3-N濃度を分析したところ18.42(mg/L)であり、図－4に示したNpの値とほぼ同様であり、解析の妥当性を示す結果であった。また、「西川#2」の集水域の約40％が畑であり、残りが森林であることから、Npの約40％が「西川#2」のNO3-N濃度とほぼ同じと考えられるが、図－4に示したNpの値の約40％と、図-3に示した実測値とは、ほぼ同値の季節変動を示しており、畑由来のNO3-N濃...
	Npは、上流から下流にかけて減少するが、この理由として、流下に伴う水田面積の増加が考えられる。元々水田は畑よりも施肥量が少ない上に、季節的に元肥の前であることから水田からの負荷流出量は少ない。このため、流下に伴ってNpが減少すると考えられ、これは別途検討した図-4のNp’の値からも分かる。しかし、下流においてNp’の値よりNpの値が小さくなる結果が得られている（図-4，5）。これは負荷源から供給されたNO3-Nが採水地点に到達するまでに付着藻類等に取り込まれることなどで減少していることによると考...

